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第23号
平成23年 5月 1日

市議会だより
震災特集号

　３月11日に発生した東日本大震災では、市民の4名の方が亡くなり、
また、ライフラインが寸断されるなど、市民生活も深刻な影響を受け
ました。
　今回の大震災で亡くなられた方のご冥福をお祈りするとともに、被
害を受けられた皆様に心よりお見舞いを申し上げます。

　連日の報道のとおり、当市に隣接する陸前高田市、気仙沼市をはじ
め沿岸各地においては、想像を絶する津波被害が発生しました。
　支援物資の提供、炊き出し、捜索活動など、市民の皆さんによる
様々な支援活動に対しまして、心から敬意と感謝を申し上げます。
　議会としても、当面の支援として、３月17日に陸前高田市、大船
渡市そして気仙沼市にお米をお届けし、４月13日には、釜石市、宮
古市に御見舞をお届けしてまいりました。
　
　当市におきましても、その後の余震も加わり、住家をはじめ道路、
農業施設、工業施設等々に甚大な被害を受けております。
　このようなことから、議会におきましては、議員発議で『東日本大
震災救援』を決議し、『平成23年東北地方太平洋沖地震災害対策特

別委員会』を設置しました。

　私ども一関市民は、平成20年の岩手・宮城内陸地震の罹災時、全
国からの支援に支えられ、ほぼ復興ができました。
　今こそ、12万市民をあげて、市内の復旧を図り、沿岸地域の復興
に努力をする時と考えます。

　未だ、余震が続いており、市民の皆様には、引き続き余震に警戒す
るようお願いします。

　結びに、市民各位が協働の心を発揮し、安心な生活が取り戻せるよ
うお祈りいたします。

　　　　　　一関市議会議長
　　　　　　菅　原　啓　祐　
　　　　　　
がんばろう　東北
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① 

平
成
23
年
3
月
11
日
14
時
46

分　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
発
生
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

9
・
0
）

② 

同
日
15
時
00
分　

一
関
市
災

害
対
策
本
部
設
置

③ 

市
内
の
被
害
状
況
（
4
月
4

日
現
在
）

・
死
亡
者
‥
4
名

・
負
傷
者
‥
19
名

・ 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
‥
ほ
ぼ
全
域

で
復
旧

・ 

避
難
の
状
況
‥
自
主
避
難
者

81
人

・ 

住
家
被
害
‥
全
壊
２
棟
、
そ

の
他
詳
細
調
査
中

・ 

道
路
被
害
（
全
面
通
行
止

め
）
‥
市
道
28
カ
所
、
国
道

2
カ
所
、
県
道
1
カ
所

・ 
道
路
施
設
被
害
‥
661
件
他

④ 

3
月
12
日　

議
員
全
員
協

議
会
開
催
（
被
害
状
況
と
対

応
）

⑤ 

3
月
14
日　
『
一
関
市
燃
料

不
足
に
係
る
非
常
事
態
宣

言
』

⑥ 

3
月
16
日　

3
月
議
会
最
終

本
会
議
『
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
に
よ
る
東
日
本
大
震

災
救
援
に
関
す
る
決
議
』

⑦ 

同
日　

議
員
厚
生
会
『
沿
岸

部
へ
の
支
援
協
議
』
支
援
米

（
白
米
10
キ
ロ
入
145
袋
）
決

定
⑧ 

３
月
17
日　

支
援
米
を
沿
岸

3
市
（
陸
前
高
田
市
、
大
船

渡
市
、
気
仙
沼
市
）
へ
贈
呈

⑨ 

3
月
28
日　
『
平
成
23
年
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
災

害
対
策
特
別
委
員
会
（
以
下
、

災
害
対
策
特
別
委
員
会
）
』

設
置

⑩ 

4
月
8
日　
『
災
害
対
策
特

別
委
員
会
』
開
催

⑪ 

４
月
13
日　

義
援
金
を
釜
石

市
、
宮
古
市
へ
贈
呈

⑫ 
一
関
市
の
後
方
支
援

・ 
陸
前
高
田
市
へ
の
救
助
隊
派

遣
、
捜
索
活
動
支
援

・ 

沿
岸
か
ら
の
人
工
透
析
患
者

受
け
入
れ
、
沿
岸
地
域
か
ら

の
患
者
受
け
入
れ

・ 

沿
岸
地
区
の
特
養
ホ
ー
ム
か

ら
の
受
け
入
れ

・ 

気
仙
沼
市
内
で
医
療
活
動
開

始
（
一
関
、
気
仙
沼
合
同
救
護

所
）

東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
、

東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
、

一
関
市
議
会
及
び

一
関
市
議
会
及
び

一
関
市
の
対
応
状
況

一
関
市
の
対
応
状
況

落石で通行止めとなった国道457号（萩荘地区）
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・
沿
岸
現
地
で
保
健
活
動

・ 

救
援
物
資
の
輸
送
、
中
継
基

地
運
営

・
沿
岸
現
地
駐
在
員
配
置

・ 

沿
岸
避
難
住
民
の
入
浴
サ
ー

ビ
ス

・
夜
間
警
備
消
防
団
派
遣

・ 

一
関
市
・
平
泉
町
・
藤
沢
町
合

同
支
援
本
部
設
置
（
3
月
28

日
）

・ 
雇
用
促
進
住
宅
へ
避
難
者
受

け
入
れ
（
230
戸
）

・ 

陸
前
高
田
市
へ
職
員
派
遣

（
1
年
間
10
数
名
）

・ 

災
害
対
策
専
門
官
（
気
仙
沼

市
）
現
地
（
室
根
支
所
）
配
置

⑬
市
民
の
活
動

・
義
援
金
、
支
援
物
資
提
供

・
炊
き
出
し

・
入
浴
サ
ー
ビ
ス

等
、
市
を
は
じ
め
議
員
各
自
が

地
域
自
治
会
等
と
連
携
し
、
被

災
地
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

支
援
を
行
っ
て
お
り
、
さ
ら
に

『
災
害
対
策
特
別
委
員
会
』
を

通
じ
た
活
動
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
長
期
的

な
対
策
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

停電のためロビーで開催した議員全員協議会（３月12日）

亀裂が生じた牧草地（須川パイロット）

傾壊した沢配水池

危険と判断された家屋（赤荻地区）市民の募金活動

陸前高田市へ支援米を贈呈（目録）
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3月
定例会 中

東
北
拠
点
都
市
へ
の
基
礎
づ
く
り
予
算
案
を
可
決

一般会計  ６０４億５,９６３万円
全 会 計  ８３８億８,０００万円
（特別会計、水道事業会計等を含む）

　

３
月
定
例
会
は
、
２
月
22
日
か
ら
23
日
間
の
会
期
で
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
・
各

特
別
会
計
予
算
、
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
・
改
正
、
財
産
の
無
償
譲
渡
な
ど
、
市
長

提
出
議
案
や
請
願
、
委
員
会
発
議
、
議
員
発
議
を
審
議
し
、
議
決
し
た
。

　

勝
部
市
長
、
鈴
木
教
育
委
員
長
か
ら
平
成
23
年
度
施
政
方
針
、
教
育
行
政
方
針
が
示

さ
れ
た
。
ま
た
一
般
質
問
に
は
20
人
が
登
壇
し
、
地
域
医
療
や
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
な

ど
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
を
行
っ
た
。

一ノ関駅周辺の航空写真

予
算
審
査

予
算
審
査

　

初
日
に
予
算
審
査
特
別
委
員

会
（
海
野
正
之
委
員
長
・
槻
山

隆
副
委
員
長
）
を
設
置
し
、
全

委
員
で
審
査
す
る
総
括
質
疑
を

２
日
間
、
４
分
野
ご
と
に
専
門

に
審
査
す
る
分
科
会
を
１
日
と

設
定
し
た
。

　

各
委
員
と
各
担
当
の
部
課
長

が
質
疑
応
答
を
行
い
、
細
部
に

わ
た
っ
て
審
査
し
、
全
て
原
案

通
り
可
決
し
た
。

〔
平
成

〔
平
成
2323
年
度
の
主
な
事
業
〕

年
度
の
主
な
事
業
〕

・
市
有
財
産
活
用
推
進
事
業

 

２
億
５
６
２
７
万
円

・ 

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
支

援
と
受
け
皿
づ
く
り

 

９
０
３
４
万
円

・
小
学
生
医
療
費
の
無
料
化

 

１
億
６
２
１
５
万
円

・ 

（
仮
称
）
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
整
備
事
業

 

３
３
６
０
万
円

・
体
育
施
設
の
移
転
整
備

 

10
億
４
０
９
０
万
円

・ 

北
東
北
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
体
操

競
技
開
催
事
業

 

２
４
１
５
万
円

・ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
開
設

準
備

 

　

１
７
６
０
万
円

・ 

防
災
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
整

備
事
業

 

３
８
６
０
万
円

・
学
校
施
設
耐
震
化

 
11
億
８
４
１
８
万
円

条
例
の
制
定
と　

条
例
の
制
定
と　

条
例
の
一
部
改
正

条
例
の
一
部
改
正

　

条
例
の
制
定
と
主
な
条
例
の

一
部
改
正
と
し
て

・ 

一
関
市
母
子
生
活
支
援
施
設

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制

定
・ 

一
関
市
農
業
技
術
開
発
セ
ン

タ
ー
条
例
の
制
定

・ 

一
関
市
行
政
組
織
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

・ 

一
関
市
一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

・ 

一
関
市
特
別
会
計
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

・ 

一
関
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

・ 

一
関
市
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

・ 

一
関
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

・ 

一
関
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

等
を
可
決
し
た
。
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補
正
予
算

補
正
予
算

主
な
歳
出
と
し
て

（
平
成
22
年
度
）

・
地
域
情
報
化
推
進
事
業
費

 

２
２
５
０
万
円

・ 

テ
レ
ビ
難
視
聴
地
区
解
消
事

業
費

 

１
６
５
３
万
円

・
医
療
費
助
成
事
務
費

 

１
０
１
万
円

・ 

県
南
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
機

器
整
備
補
助
金

 

１
８
６
４
万
円

等
を
可
決
し
た
。

請
願
審
査

請
願
審
査

不
採
択
と
し
た
請
願

① 

一
関
文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館

敷
地
の
活
用
に
つ
い
て

② 

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
一
関

文
化
セ
ン
タ
ー
及
び
体
育
館

跡
地
の
活
用
に
関
す
る
請
願

　

（
請
願
者

　
　

一
関
の
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　
　

考
え
る
会

　

代
表　

豊
村　

富
司　

氏
）

専
決
処
分

専
決
処
分

　

市
職
員
が
公
務
中
に
、
停
車

し
て
い
た
車
に
対
し
て
物
損
事

故
を
起
こ
し
た
専
決
処
分
報
告

が
あ
っ
た
。

意
見
書
・
決
議

意
見
書
・
決
議

① 
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

の
受
信
環
境
整
備
を
求
め
る

意
見
書
に
つ
い
て

（
発
議
者　

千
葉
総
務
常
任
委
員
長
）

② 

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

よ
る
東
日
本
大
震
災
救
援
に

関
す
る
決
議
に
つ
い
て

（
発
議
者　

千
葉
議
会
運
営
委
員
長
）

財
産
の
無
償
譲
渡

財
産
の
無
償
譲
渡

・ 

花
泉
町
花
泉
字
上
舘
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
建
物

を
社
会
福
祉
法
人
二
桜
会
へ

・ 

大
東
町
曽
慶
字
御
能
場
の
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
物
を
社

会
福
祉
法
人
室
蓬
会
へ

・ 

千
厩
町
千
厩
字
脇
谷
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
老
人
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
建

物
を
社
会
福
祉
法
人
千
厩
寿

慶
会
へ

・ 

東
山
町
長
坂
字
北
磐
井
里
、

南
山
谷
の
養
護
老
人
ホ
ー

ム
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
建
物
を
社
会
福
祉
法
人
東

山
愛
光
会
へ
の
無
償
譲
渡

を
可
決
し
た
。

財
産
の
無
償
貸
付

財
産
の
無
償
貸
付

・ 

千
厩
町
奥
玉
字
上
川
原
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
用
地

を
社
会
福
祉
法
人
千
厩
寿
慶

会
へ

・ 

東
山
町
長
坂
字
南
山
谷
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
用
地

を
社
会
福
祉
法
人
東
山
愛
光

会
へ

・ 
千
厩
町
千
厩
字
上
駒
場
の
職

業
訓
練
施
設
の
用
地
を
職
業

訓
練
法
人
東
磐
職
業
訓
練
協

会
へ
の
無
償
貸
付

を
可
決
し
た
。

財
産
の
取
得

財
産
の
取
得

　

一
関
東
第
二
工
業
団
地
の
次

の
土
地
の
取
得
を
可
決
。

（
一
関
市
滝
沢
字
鶴
ヶ
沢
）

臨 

時 

会

　

臨
時
会
を
、
３
月
28
日
に
開

き
、
平
成
22
年
度
及
び
平
成
23

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
等
を

審
議
し
議
決
し
た
。
ま
た
、
東

日
本
大
震
災
に
絡
み
、
「
平
成

23
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

災
害
対
策
特
別
委
員
会
（
佐
山

昭
助
委
員
長
）
」
の
設
置
を
可

決
し
た
。専

決
処
分

専
決
処
分

　

平
成
22
年
度
一
関
市
一
般
会

計
補
正
予
算
、
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の

専
決
処
分
報
告
が
あ
っ
た
。

補
正
予
算

補
正
予
算

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
は
１
８
７
２
万
円
、
平
成

23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は

21
億
５
４
５
万
円
を
追
加
。

　

平
成
23
年
度
補
正
予
算
の
主

な
歳
出
と
し
て

・ 

ギ
ャ
ッ
プ
フ
ィ
ラ
ー
（
小
型

送
信
機
）
整
備
事
業
費

 

６
２
４
０
万
円

・ 

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
災

害
救
助
費

 

４
９
５
１
万
円

・
災
害
弔
慰
金

 

１
２
５
０
万
円

・
農
林
施
設
災
害
復
旧
費

 

９
９
４
９
万
円

・
道
路
橋
梁
災
害
復
旧
費

 

11
億
７
９
２
３
万
円

・
公
立
学
校
施
設
災
害
復
旧
費

 

７
８
５
８
万
円

等
を
可
決
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者
の
指
定

一
関
市
真
湯
温
泉
セ
ン
タ
ー
施

設
の
指
定
管
理
者
と
し
て

「
㈱
寿
広
」
を
指
定
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

人
権
擁
護
委
員
と
し
て

　
　

千
葉　

安
子　

氏

　
　
　
　
　
　
　

一
関
市
末
広

の
推
薦
に
同
意
し
た
。

発　
　
　

議

発　
　
　

議

「
平
成
23
年
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
災
害
対
策
特
別
委
員
会

の
設
置
に
つ
い
て
」
の
発
議
案

を
、
満
場
一
致
で
可
決
し
た
。

臨時会
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２月24日㈭
佐山　昭助 議員
　１．市街地の活性化対策
　２．林業の振興策
石山　　健 議員
　１．雇用確保、就職難打開と中小企業を守る対策を伺う
　２．県立病院を拠点に地域医療を守る対策を伺う
菅原　　巧 議員
　１．地デジ対策について
　２．少子化対策について
　３．宮城県沖地震への対策について伺いたい
　４．一関市の足確保策について
那須茂一郎 議員
　１．ハクビシンの対策について
　２．除雪対策について
　３．職員の電話の応対について
佐藤　雅子 議員
　１．老人福祉について
　２．教育行政について
千葉　大作 議員
　１．地デジ難視聴対策について
　２． 磐井川堤防改修と磐井川にかかるJR橋梁の嵩上げに

ついて
　３．TPP問題と勝部市政の対応について

2月25日㈮
大野　　恒 議員
　１．市長の政治姿勢について
　２．住宅リフォーム助成制度について
及川　忠之 議員
　１．一関市協働推進アクションプランについて伺う
　２．ナラ枯れ病対策について伺う
小山　雄幸 議員
　１．地域医療の現状と課題
　２．結婚支援対策
阿部　孝志 議員
　１．行政情報・防災情報の整備について
　２．市広報の発行について
藤野　秋男 議員
　１．国民健康保険税の引き下げが必要ではないか

　２． TPP（環太平洋戦略的経済連携協定）参加阻止への取
り組み

岩渕　善朗 議員
　１．学校規模の適正化について
　２．鳥インフルエンザ対策について
　３．指定管理者制度について
岩渕　　優 議員
　１．子育て支援について
　２．人材育成について
　３．財政の見える化について

2月28日㈪
千田　恭平 議員
　１．普通救命講習とＡＥＤ活用の方策
神﨑　浩之 議員
　１．公共事業が一関を救う！市長の所見は
　２．保健福祉課題への対応は
　３．市民のための市役所改革は
　４．教育課題への対応は
岡田もとみ 議員
　１．子どもの医療費無料化の拡充について
　２．国保税滞納者の対応について
及川　文彦 議員
　１．指定管理者制度について
　２． 健康被害を与える物質（アスベスト（石綿）・PCB）

の扱いについて
勝浦　伸行 議員
　１．一関市が目指す今後のまちづくりについて
　２．新一関図書館整備計画の今後の進め方について
　３．汚水処理施設の整備、管理について
菊地　善孝 議員
　１． 北消防署と東山分署の改築年度を前倒しすべきではな

いか
　２．公契約条例制定を急ぐべきではないか
　３． 新年度予算編成において土木、建設業育成の観点で取

り組んだか否か説明を求める
佐々木清志 議員
　１．農業振興施策と戦略について
　２．地域医療体制充実に向けた市の役割について
　３．情報基盤整備について

市政課題で活発な論戦
　第31回定例会の一般質問は、２月24日、25日、28日の３日間、20人の議員が登壇して行い、
活発な議論を展開した。なお、今号は震災特集号のため一般質問通告項目のみの掲載となります。

議   

会   

日   

誌

2
月
1
日 

議
員
全
員
協
議
会

 
 
 

総
務
常
任
委
員
会

2
日 

産
業
経
済
常
任
委
員
会

8
日 

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

 
 
 

行
政
視
察
（
登
米
市
）

15
日 

議
会
運
営
委
員
会

 
 
 

予
算
勉
強
会

 
 
 

総
務
常
任
委
員
会

22
日 

本
会
議

 
 
 

予
算
審
査
特
別
委
員
会

 
 
 

教
育
民
生
常
任
委
員
会

24
日 

本
会
議
（
一
般
質
問
）

25
日 

本
会
議
（
一
般
質
問
）

 
 
 

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

28
日 

本
会
議
（
一
般
質
問
）

3
月
1
日 

議
員
全
員
協
議
会

 
 
 

会
派
代
表
者
会
議

2
日 

教
育
民
生
常
任
委
員
会

3
日 

予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
総
括
質
疑
）

4
日 

予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
総
括
質
疑
）

 
 
 

教
育
民
生
常
任
委
員
会

7
日 

予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
分
科
会
）

 
 
 

産
業
経
済
常
任
委
員
会

8
日 

教
育
民
生
常
任
委
員
会

12
日 

議
員
全
員
協
議
会

 
 
 

議
会
運
営
委
員
会

16
日 

分
科
委
員
長
報
告

 
 
 

議
会
運
営
委
員
会

 
 
 

本
会
議

 
 
 

治
水
対
策
特
別
委
員
会

 
 
 

総
務
常
任
委
員
会

 
 
 

建
設
常
任
委
員
会

 
 
 

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

 
 
 

議
員
厚
生
会

 
 
 

市
政
調
査
会
役
員
会

 
 
 

市
政
調
査
会

28
日 

臨
時
会

 
 
 

議
会
運
営
委
員
会

 
 
 

災
害
対
策
特
別
委
員
会

 
 
 

議
員
全
員
協
議
会

 
 
 

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

4
月
8
日 

議
員
全
員
協
議
会

 
 
 

災
害
対
策
特
別
委
員
会

 
 
 

災
害
対
策
特
別
委
員
会
小
委
員
会

 
 
 

議
員
厚
生
会

 
 
 

市
政
調
査
会

 
 
 

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

15
日 

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会
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【
請
願
第
10
号
】

　

 

「
一
関
文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
敷
地
の

活
用
に
つ
い
て
」

請
願
者

　

「
一
関
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
会
」

　

代
表　

豊
村
富
司
氏

紹
介
議
員

　

神
﨑
浩
之
議
員

請
願
趣
旨

　

一
関
市
教
育
委
員
会
は
「
新
一
関
図
書

館
整
備
計
画
委
員
会
」
の
提
言
を
受
け
て

新
一
関
図
書
館
建
設
候
補
地
を
、
一
関
文

化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
敷
地
に
選
定
し
た
。

　

し
か
し
、
私
達
が
「
ま
ち
づ
く
り
」
の

観
点
か
ら
一
関
文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
跡

地
を
考
え
る
と
き
、
こ
の
敷
地
の
活
用
は

図
書
館
建
設
で
は
な
い
別
の
発
想
が
ぜ
ひ

と
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
「
一
関
文

化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
敷
地
」
に
「
新
一
関

図
書
館
」
を
建
設
す
る
こ
と
は
反
対
で
あ

り
「
新
一
関
図
書
館
」
は
他
の
場
所
に
建

設
さ
れ
る
よ
う
請
願
す
る
。

審
議
概
要

　

2
月
22
日
・
3
月
2
日
及
び
3
月
8
日

に
委
員
会
を
開
催
。
そ
の
う
ち
3
月
2
日

の
委
員
会
に
は
参
考
人
と
し
て
、
出
席
を

い
た
だ
い
た
請
願
者
の
「
一
関
の
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
会
」
の
豊
村
富
司
代
表
に

願
意
の
説
明
を
受
け
、
次
に
「
一
関
文
化

協
会
」
の
齋
藤
猛
雄
専
務
理
事
よ
り
現
在

の
文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
の
利
用
状
況
等

に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
。

　

他
に
も
、
教
育
委
員
会
･
消
防
本
部
･

企
画
振
興
部
よ
り
説
明
を
受
け
た
後
、
当

該
請
願
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
。

　

審
査
の
際
に
は
、
「
今
後
に
お
け
る
市

民
の
生
涯
学
習
が
、
よ
り
一
層
充
実
さ
れ

る
よ
う
な
図
書
館
の
建
設
と
運
営
が
期
待

さ
れ
、
磐
井
川
堤
防
改
修
の
一
日
も
早
い

完
成
を
期
す
た
め
に
も
本
請
願
は
不
採
択

と
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
、
「
文
化
セ
ン

タ
ー
に
広
場
が
あ
っ
た
り
、
駐
車
場
が
あ

れ
ば
更
に
利
用
者
増
を
期
待
で
き
、
防
災

の
観
点
か
ら
も
、
ま
ち
の
中
心
地
に
安
心

し
て
駆
け
込
め
る
広
場
等
が
あ
る
と
い
う

の
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
理
想

的
な
形
で
あ
り
当
該
請
願
は
採
択
す
べ
き

で
あ
る
」
ま
た
、
「
中
心
部
に
今
図
書
館

を
と
い
う
こ
と
は
、
全
て
の
課
題
は
ク
リ

ア
し
難
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
文
化
セ
ン

タ
ー
体
育
館
跡
地
に
図
書
館
を
建
設
と
い

う
市
の
方
針
は
妥
当
で
あ
り
本
請
願
は
不

採
択
と
す
べ
き
」
等
の
意
見
が
あ
り
、
採

決
の
結
果
賛
成
少
数
で
、
不
採
択
と
す
べ

き
と
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
採
決
の
後
、
少
数
意
見
の
留
保

が
だ
さ
れ
、
賛
成
者
が
あ
り
成
立
し
た
こ

と
か
ら
、
請
額
審
査
終
了
報
告
と
併
せ
議

長
に
提
出
し
た
。

【
請
願
第
2
号
】

　

 

「
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
一
関
文
化
セ

ン
タ
ー
及
び
体
育
館
跡
地
の
活
用
に
関

す
る
請
願
」

請
願
者

　

「
一
関
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
会
」

　

代
表　

豊
村
富
司
氏

紹
介
議
員

　

及
川
忠
之
議
員
、
岡
田
も
と
み
議
員
、

　

菊
地
善
孝
議
員

請
願
趣
旨

　

一
関
市
教
育
委
員
会
は
、
新
一
関
図
書

館
建
設
候
補
地
を
一
関
文
化
セ
ン
タ
ー
体

育
館
跡
地
に
選
定
し
た
。
し
か
し
、
防
災

重
視
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
観
点
か
ら
一

関
文
化
セ
ン
タ
ー
及
び
体
育
館
跡
地
を
考

え
る
と
き
、
こ
の
跡
地
の
活
用
は
図
書
館

等
、
箱
物
建
設
で
は
な
い
別
の
発
想
が
ぜ

ひ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
、
「
一

関
文
化
セ
ン
タ
ー
跡
地
」
に
箱
物
は
建
設

せ
ず
、
無
料
駐
車
場
･
多
目
的
広
場
と
し

て
活
用
す
る
よ
う
請
願
す
る
。

審
議
概
要

　

参
考
人
と
し
て
出
席
を
い
た
だ
い
た

「
一
関
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
会
」
の
豊

村
富
司
代
表
よ
り
願
意
の
説
明
を
受
け
質

疑
の
後
、
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
。

　

審
査
の
際
に
は
、
「
耐
震
補
強
さ
れ
た

施
設
と
は
い
え
、
安
心
し
て
避
難
す
る
に

は
、
そ
れ
な
り
に
ゆ
と
り
の
あ
る
空
間
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
請
願
は
採

択
す
べ
き
も
の
と
判
断
す
る
」
、
「
こ
の

地
域
に
は
、
人
数
的
に
言
え
ば
こ
の
10
倍

も
入
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
本
請
願
に
あ
る

防
災
に
つ
い
て
は
、
概
ね
大
丈
夫
と
思
わ

れ
る
の
で
本
請
願
は
採
択
す
べ
き
で
な
い

と
思
う
」
、
「
こ
の
図
書
館
が
核
と
な
り
、

大
い
に
人
材
育
成
に
貢
献
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
う
の
で
、
こ
の
請
願
は
理
解
す
る

が
不
採
択
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
」
等

の
意
見

が
あ
り
、

採
決
の

結
果
賛

成
少
数

で
不
採

択
と
す

べ
き
も

の
と
決

し
た
。

請　

願　

審　

査　

報　

告

 

教
育
民
生
常
任
委
員
長　

阿　

部　

孝　

志

一関文化センター体育館
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印
刷
╱
ト
ー
バ
ン
印
刷
㈱

議
会
報
編
集
委
員

委
員
長　

佐　

藤　

雅　

子

副
委
員
長　

岩　

渕　
　
　

優

委　

員　

金　

野　

盛　

志

委　

員　

槻　

山　
　
　

隆

委　

員　

勝　

浦　

伸　

行

委　

員　

岡　

田　

も
と
み

委　

員　

及　

川　

文　

彦

委　

員　

阿　

部　

孝　

志

• 議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か •
６月定例会は６月中旬ころに開会予定です。
•詳しい日程などは議会事務局へお問い合わせください。
•一関ケーブルネットワーク中継、インターネット中継をしています。
• 傍聴席は60席です。車椅子での傍聴席、また、聴覚補助するためのヘッドフォンも
用意しております。

3月定例会の傍聴者数　73人

• ご 意 見・ご 感 想 を お 寄 せ く だ さ い •
　議会だよりを読んで感じたことや議会についてのご意見などをお待ちしています。
また、議会だよりは市のホームページで、ご覧いただくことができます。
〒021-8501　一関市竹山町７番２号　議会事務局　TEL 21-8604　FAX 26-5556
 ホームページアドレス　http://www.city.ichinoseki.iwate.jp/

議会メールアドレス　E-mail:gikai@city.ichinoseki.iwate.jp

この印刷物は環境にやさしい植物系インキを使用しています

 採 決 結 果 一 覧 表　【表決が分かれた案件】
請願10号 一関文化センター体育館敷地の活用について 賛成少数 不採択

請願  2号 まちづくりにおける一関文化センター及び体育館跡地の活用に関する請願 賛成少数 不採択

議案  8号 一関市母子生活支援施設条例を廃止する条例の制定について 賛成多数 可　決

議案12号 一関市立学校条例の一部を改正する条例の制定について 賛成多数 可　決

議案14号 平成23年度一関市一般会計予算 賛成多数 可　決

議案15号 平成23年度一関市国民健康保険特別会計予算 賛成多数 可　決

議案16号 平成23年度一関市後期高齢者医療特別会計予算 賛成多数 可　決

議案57号 指定管理者の指定について（一関市真湯温泉センター） 賛成多数 可　決
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請願10号 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×××××○×―

請願  2号 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×××××○×―

議案  8号 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○○―

議案12号 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○○―

議案14号 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○○―

議案15号 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○○―

議案16号 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○○―

議案57号 × × × × × ○ ○ × × × × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○×○―

※議長は採決に加わりません。　○は賛成、×は反対

今回から議会基本条例第４条第３項「議員は、議会活動について、市民に対して説明す
る責務を有する」に基づき、意見が分かれたものについて採決結果を掲載したものです。

表紙の写真は、一関市社会福祉協議会千厩支部か
ら気仙沼市社会福祉協議会へランドセルを贈呈し
たものです。
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